
ヤ
マ

ヤ
マ
ナ
カ
オ
ン
セ
ン
エ
ン
ギ
山
中
温
泉
縁
起

浪
泉
姻
雨
・水
無
一一防護

-g
士
お
3
・mm
谷
城
跡
桂
清

一
加
。
江
沼
郡
山
中
に
あ
る
附
国
王
寺
の
縁
起
は
、
も
一
水
資
・隠
綜
締
結
・高
潮
漁
火
・大
岩
紅
泌
・滋
明
捌
且

と
同
盟
久
年
聞
に
相
官
い
た
と
務
す
る
も
の
が
あ
っ
た
ご
ぜ
い
ふ
。

が
、
見
政
十
年
の
災
に
失
せ
て
ゐ
た
の
を
、
文
化
八
一

ヤ
マ
ナ
カ
シ
ュ
ウ
山
中
集
一
加
。
伊
勢
の
釧

年
十
四
品
川
の
住
僧
良
邸
が
、
そ
れ
な
組
前
祭
主
院
で
一
人
涼
蒐
縮
。
元
職
十
七
年
京
升
筒
箆
庄
兵
衛
板
。
若

夜
見
L
、
那
谷
寺
の
益
事
及
び
菅
生
石
部
神
社
の
大
一
者
が
去
年
山
中
祖
泉
に
遊
ん
で
、
物
投
-w尚子
・桃
妖
・

江
知
一吉
一
と
謀
っ
て
閥
字
に
改
め
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
一
[
翌
日
及
び
乙
由
等
と
唱
和
し
た
附
A
H
及
び
波
句
や
吹

が
、
建
久
云
々
は
服
侭
で
あ
ら
う
。
こ
の
縁
起
は
、

一め
、
そ
の
渡
句
中
に
は
千
疋
猿
と
凶
し
て
、
県
角
以

江
戸
の
高
木
直
員
が
訴
訟
を
、
平
安
佐
伯
前
の
奄
々

一
下
諸
家
の
強
の
匂
を
鎮
め
て
阿
る
o
序
文
は
支
考
。

賂
武
元
慣
が
お
を
分
約
し
て
鈍
巻
物
と
し
た
の
で
あ
一

ヤ
マ
ナ
カ
シ
ュ
ウ
や
ま
な
か

L
う

一
加
。
可

ろ
。
本
部
は
そ
の
文
を
お
し
、
外
に
良
胞
の
山
中
也

一
大
詰
。
芭
認
が
奥
の
細
道
の
町
路
、
加
到
の
山
中
で

来
湯
治
養
生
容
と
、
小
川
品
川
顧
の
北
陸
加
陽
江
沼
泌
一
合
良
に
別
れ
る
時
、
北
校
の
『
馬
か
り
て
燕
迩
行
別

山
中
十
日
以
と
そ
添
へ
た
も
の
で
あ
る
。
一
れ
か
な
』
宇
治
同
句
に
し
た
山
中
=
一
吟
と
い
ふ
の
が
あ

ヤ
マ
ナ
カ
オ
ン
セ
ン
ト
ウ
ジ
ヨ
ウ
ジ
ヨ
ウ
ノ
マ
キ

一る
。
そ
れ
の
北
伎
が
自
お
し
た
も
の
に
は
、
芭
釈
が

山
中
温
泉
湯
治
養
生
巻

江
沼
紛
山
中
世
田
王
寺
十
四
一
一
句
傍
に
加
摂
し
た
趣
や
・
犯
し
で
あ
っ
た
が
、
活
者

代
の品川
良
邸
が
文
化
十
年
に
住
い
た
も
の
で
、
岡
地
一
の
閉
山
政
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
、
そ
れ
そ
怨
聞
に
む
き
、

政
の
効
験
と
操
裕
の
方
法
十
二
僚
を
臨
め
て
あ
る
。
一
叉
若
者
の
も
の
し
た
三
巻
町
倣
仙
脅
附
録
し
た
も
の

ヤ
マ
ナ
カ
ガ
ハ
山
中
川

江
沼
郡
大
現
寺
川
の
一
で
あ
る
。

自
陣
は
天
保
十
年
八
月
で
、
若
者
は
栴
室

上
疏
は
山
巾
附
近
に
て
山
中
川
と
い
ふ
。
句
径
の
草
一
円
で
あ
っ
た
。
京
野
削
治
兵
衛
板
。

俺
集
に
『
山
中
の
川
ち
か
き
既
に
閑
居
を
し
め
て
、

一

ヤ
マ
ナ
カ
ジ
ユ
ウ
ニ
ケ
イ
山
中
+
こ
長

江

泊

川
脅
ゃ
う
き
似
燐
の
ほ
と
与
き
す

自
笑
』

一

郡

山
中
湖
川
市
附
近
の
名
勝
や
-mm
ん
で
十
二
卸
売
数
へ

ヤ
マ
ナ
カ
サ
ン
シ
ョ
ウ
山
中
三
笑

一
加
。
業
一
る
。
そ
の
江
沼
志
摘
に
縦
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
邸
主

訟
の
例
入
支
符
編
。
京
柏
屋
勘
右
術
門
板
で
、
支
考

一
山間問
、
湘
泉
細
川
雨
・
水
峰
山
崎
狼

-U
別
附
当
・一的
制倒的

が
山
中
地
泉
滞
在
中
、
昨
滋
・
伯
苑
・琴
之
・
桃
妖
と
一
火
・
恐
縮
問
燃
・道
明
秋
月
・
削開駅開附叫
m
山
・
大
川
出
紅
結
・

興
行
し
た
紙
仙
三
容
、
北
技
か
ら
治
っ
た
湯
見
舞
の
一

-
一昨抑制輔副出
・黒
椴
白
蛇
・桜
下
請
決
で
あ
る
が
、
別
に

文
一
泊
、
及
び
支
考
・儒
束
・伯
蒐
・
古
賀
・琴
之
・昨
一
地
出
掛
・長
谷
部
副
祉
・
同
国
王
寺
・
mm
石
山
刷
・
総
鮮
総
・道

援
・軍
誌
の

七
吟
百
部
一
容
を
牧
め
て
あ
り
、
そ
の
一
明
淵
・
桜口出
・昧
谷
・
高
槻
・
大川田
・
関
山
・小
包
士
を

mの
あ
っ
た
の
は
街
十
倣
仙
の
停
に
よ
れ
ば
賀
永
六
一
選
ぶ
も
の
も
あ
る
。

年
で
あ
ら
う
。
し
か
し
諮
ニ
妨
の
名
が
あ
る
か
ら
、
一

ヤ
マ
ナ
カ
ジ
ョ
ウ
山
中

被

江

泊
榔
山
中
に
在

支
考
の
亡
命
し
た
正
徳
一
%
年
以
後
の
や
う
で
も
あ
る
一
っ
た
。
鎚
mm
賀
三
州
志
故
郷
考
に

い
ふ
。
山
巾

・
裂

と

い

ふ

。

一

谷

二

名

一

献

で

あ

る

。

山

巾

村

入

口
黒
谷
舗
を
泊
ぎ

ヤ
マ
ナ
カ
ジ
ツ
ケ
イ
山
中
十
長

江

沼
郡
山
中

一
向
か
う
の
山
の
学
阪
よ
り
下
、
平
地
に
去
る
ま
で
が

撹
泉
附
近
の
奴
肪
を
選
ん
だ
も
の
で
、
留
王
林
花
・
一
一
監
枇
で
あ
り
、
こ
の
上
を
黒
谷
械
と
い
ふ
。
印
ち
黒

ヤ
マ
ナ
カ
ヌ
リ
山
中
塗

江
泊
部
山
中
湖
泉
の

あ
る
山
巾
邸
前
で
製
作
す
る
様
様
。
こ
の
地
で
は
古

く
か
ら
服
組
側
工
の

m
mな
玩
n
H
な
ど
が
氏
出
さ
れ

て
ゐ
た
が
、
元
品
開
頃
よ
り
利
泌
歩
し
、綴
創
刊
M
・茶
托

な
ど
が
作
ら
れ
、
貸
出
町
年
聞
か
ら
栗
色
搾
一
が
創
め
ら

れ
た
。
次
い
で
見
政
の
頃
山
野
九
郎
兵
衛
が
版
紛
争
-

京
坂
に
山聞
く
に
及
び
俄
然
勃
興
し
、
文
化
巾
に
は
越

前
丸
悶
の
御
間
接
師
務
政
が
来
て
、
朱部出
・背
詮
・石

賀
県民間帯の
訟
中
h

敬
へ
、
天
保
に
は
品
目
悼
の
倹
附
猿
右

術
門
も
来
。
、
川
山
民
魁
山
削
尽
六
右
術
門
は
研
削
除一
・

員
削
削
検

-M
胞
子
相
守
中
-
世
提
出
し
、お
氷
中
山
屋
久
三
郎

は
襟
工
三
凶
回
国
揃
右
衛
門
と
球
っ
て
模
法
そ
改
良

L
、
日
つ
初
手
木
肌
・
初
紳
酔
出
荷
初
め
て
山
中
様
出
削

の
名
鹿
宇
一
お
め
、
弘
化
以
除
去
康
平
兵
衛
は
糸
同
投

に
手
腕
骨
-
制
服
う
て
悩
物
挽
の
元
組
と
僻
せ
ら
れ
た
。

次
い
で
山
延
元
年
山
野
陵
理
八
は
長
崎
に
印
刷
到
を
試

み
、
文
h

仇
巾
に
は
山
巾
に
務
総
合
閉
そ
設
問
山
し
、
次

い
で
凶
郎
三
年
大
出
寺
滞
の
物
産
役
所
そ
起
す
や
、

そ
の
奨
剛
そ
斜
て
大
に
同
日
況
や
一
塁
し
た
。
是
よ
り
先

文
政
八
年
京
都
の
謹
介
が
来
て
、
白
民
笠
屋
第
平
に

紡
金
の
法
b
z
仰
へ
、
天
保
九
年
曾
鰍
の
時
給
附
同
出
陣

ヤ
マ
ナ
カ
ダ
エ
山
中
谷
在
泊
郡
で
は
郷
庄
名

hr-
失
う
た
か
ら
、か
L
る
惣
名
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
。

山
巾
谷
に
は
む
生
・
南
郷
・
百
々

・
時円宇
・直
下
・日，

谷
・荒
木
・
川
市
・
巾
旧
・
長
谷
町
・上
限
ハ
土
谷
を
含

む〉
・駁
谷
・別
所
・
山
代
・
保
到
・純白山削の

十
六
今
村
が

あ
っ
た
。

谷
位
右
方
の
城
山
で
あ
る
。
建
武
二
年
長
時
間
辿
山
中

城
に
在
り
。
天
正
八
年
九
且
制
穴
氏
の
士
苦
闘
菜
、

峨
魁
倖

m尚
徳
寺
と
共
に
こ
t
h

に
蹴
っ
た
そ
、
柴
田

勝
家
攻
め
て
陥
れ
、永
純
十
年
加
紬
和
践
の
際
に
は
、

越
前
方
の
泉
谷
・納
屋
・大
型
寺
三
械
を
段
っ
た
と
あ

弓
:
と
。

八
七
五

ヤ
マ
ナ
カ
ヤ
ワ
山
中
夜
話

相
本
二

mo
b-内

の
例
入
袋
水
の
首
で
、
点
目
下
烈
風
口
併
問
町
と
品
川
引
が

あ
る
。
若
者
の
良
平
句
MMm岱
及
び
総
門
一
夜
口
授

と
問
趣
旨
の
も
の
で
、
ド
以
平
の
町
四
風
を
鼓
吹
し
た
側

論
で
あ
る
。
そ
の
乾
の
容
の
宋
に
は
明
利
壬
辰
の
各

紳
無
且
と
あ
り
、
坊
の
巷
は
趨
加
及
び
造
々
加
で
、

末
に
安
永
二
突
巳
林
節
目
こ
の
郡
宇
一
之
丸
に
桜
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
塩
加
中
の
、
姿
水
が
μ
ム附

に
遊
ん
で
和
問
酬
人
に
渡
句
h
v
u

示
し
た
伎
は
診
し
い
。

ヤ
マ
ナ
カ
ユ
ウ
キ
山
中
選
記
一

加
。
橋
お
挑

若

o
m子
初
冬
十
七
日
友
人
寺
町
築
と
共
に
、
山
代

治
泉
を
絞
て
山
中
指
泉
に
烹
っ
た
こ
と
そ
茂
文
で
犯

し
た
・も
の
で
あ
る
。

も
亦
毅
を
こ
の
地
に
聞
き
、
次
い
で
金
押
仰
の

一
徳
野

は
高
時
給
の
法
止
古
川
田
へ
た
。
併
し
山
中
柏
崎
擦
の
特
徴

は
、
木
地
役
の
巧
妙
と
依
椛
の
低
限
と
に
あ
っ
て
、

鏑
金
の
如
き
は
式
よ
り
第
二
義
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ヤ
マ
ナ
カ
ハ
ツ
ケ
イ
山
中
八
長

江

泊

郡
山
中

椛
泉
附
近
の
八
勝
を
提
ん
だ
も
の
で
、
留
王
寺
小

富
士
・促
総
穏
・昧
谷
・
道
明
調
・高
翻
・娃
泉
・采
一
白
磁

を
い
ふ
。

ヤ
マ
ナ
カ
プ
シ
山
中
節

江

沼
郡
山
中
祖
泉
で
、

も
と
湯
女
が
う
た
う
た
俗
践
で
あ
る
。
『
忘
れ
し
ゃ
ん

す
な
山
中
道
h

胃
液
や
松
山
西
や
毅
附
』
を
も
と
紋
と

L
、
『
山
が
高
う
て
山
中
見
え
ぬ
山
中
怒
し
ゃ
山
伯

や
』
な
ど
ふ
も
う
た
ふ
。

ヤ
マ
ナ
カ
モ
ン
ド
ウ
山
中
問
答

金
停
の
例
入

北
伎
の
一
帯
。
元
政
二
年
芭
認
が
山
中
川
叩
泉
で
知
っ
た

こ
と
を
お
い
た
と
い
ふ
。
刊
本
の
一
は
閃
日
限
隠
剛
山

の
三
四
考
所
縦
の
も
の
で
、
一
大
保
九
年
阿
彼
徳
島
夫

総
屋
徳
兵
衛
の
開
級
。
今
一
つ
は
乙
也
序
、也
阿
駅
、

京
近
江
屋
又
七
の
開
板
で
、
ぷ
永
年
中
の
も
の
で
あ

司
令
。


